
リモートプレゼンスの管理

この章は、次の内容で構成されています。

• Serial over LANの設定（1ページ）
•仮想メディアの設定（3ページ）
•仮想 KVMコンソール（11ページ）
• KVMコンソールの起動（12ページ）
•仮想 KVMコンソール - Cisco UCS C-Series M6以降のサーバー（13ページ）
•仮想 KVMの設定（31ページ）

Serial over LANの設定
Serial over LANを使用すると、管理対象システムのシリアルポートの入出力を IP経由でリダ
イレクトできます。ホストコンソールへ Cisco IMCを使用して到達する場合は、サーバーで
Serial over LANを設定して使用します。

ネイティブシリアルリダイレクトと serial over LAN同時に使用することはできません。重要

始める前に

Serial over LANを設定するには、管理者権限のあるユーザでログインする必要があります。

手順

ステップ 1 [ナビゲーション（Navigation）]ペインの [コンピューティング（Compute）]メニューをクリッ
クします。

ステップ 2 [コンピューティング（Compute）]メニューでサーバを選択します。

ステップ 3 作業ウィンドウで [リモート管理（Remote Management）]タブをクリックします。

ステップ 4 [Remote Presence]ペインの [Serial over LAN]タブをクリックします。

ステップ 5 [Serial over LAN Properties]領域で、次のプロパティを更新します。
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説明名前

オンにすると、このサーバで Serial over LANが有効になりま
す。

[有効（Enabled）]チェック
ボックス

システムが SoL通信に使用するボーレート。次のいずれかに
なります。

• [9600 bps]

• [19.2 kbps]

• [38.4 kbps]

• [57.6 kbps]

• [115.2 kbps]

[Baud Rate]ドロップダウンリ
スト

システムが SoL通信をルーティングするシリアルポート。

次のいずれかを選択できます。

• [com0]：SoL通信は、外部デバイスへの物理RJ45接続ま
たはネットワークデバイスへの仮想 SoL接続をサポート
する、外部からアクセス可能なシリアルポートである

COMポート 0を介してルーティングされます。

このオプションを選択すると、システムは、SoLを有効
にして、RJ45接続を無効にします。これは、サーバが外
部シリアルデバイスをサポートできなくなることを意味

します。

• [com1]：SoL通信はCOMポート 1経由でルーティングさ
れます。このポートは、SoLのみを介してアクセスでき
る内部ポートです。

このオプションを選択した場合、COMポート 1上の SoL
および COMポート 0上の物理 RJ45接続を使用できま
す。

COMポートの設定を変更すると、既存のすべて
の SoLセッションが切断されます。

（注）

[COMポート（Com Port）]ド
ロップダウンリスト

Serial over LANに直接アクセスするときに経由するポート。
このポートを使用すると、Cisco IMCシェルをバイパスして、
SoLへの直接アクセスを提供できます。

有効な範囲は 1024～ 65535です。デフォルト値は 2400です。

SSHポートの設定を変更すると、既存のすべての
SSHセッションが切断されます。

（注）

[SSHポート（SSH Port）]
フィールド
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ステップ 6 [Save Changes]をクリックします。

仮想メディアの設定

始める前に

仮想メディアを設定するには、admin権限を持つユーザーとしてログインする必要があります。

手順

ステップ 1 [ナビゲーション (Navigation)]ペインの [コンピューティング (Compute)]タブをクリックしま
す。

ステップ 2 [Compute]メニューでサーバを選択します。

ステップ 3 [リモート管理 (Remote Management)]タブをクリックします。

ステップ 4 [リモート管理（RemoteManagement）]タブで、[仮想メディア（Virtual Media）]タブをクリッ
クします。

ステップ 5 [vKVMコンソールベース vMediaプロパティ領域 (vKVM Console Based vMedia Properties
Area)]で、次のプロパティを更新します。

説明名前

オンにすると、仮想メディアがイネーブルになります。

このチェックボックスをオフにすると、すべての

仮想メディアデバイスはホストから自動的に切断

されます。

（注）

[有効（Enabled）]チェック
ボックス

現在実行されている仮想メディアセッションの数。[Active Sessions]フィールド

これを選択すると、低電力 USBが有効になります。

低電力 USBが有効化された場合、ISOをマッピングしてホス
トを再起動した後、ブート選択メニューに仮想ドライブが表

示されます。

ただし、UCSVICP81Eカードのあるサーバに ISOをマッピン
グするとき、NICが Ciscoカードモードである場合には、仮
想ドライブがブート選択メニューに表示されるようにするた

めに、このオプションを無効にする必要があります。

[低電力 USBを有効化 (Low
Power USB enabled)]チェック
ボックス

ステップ 6 [Save Changes]をクリックします。
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Cisco IMCマップされた vMediaボリュームの作成

始める前に

このタスクを実行するには、admin権限を持つユーザとしてログインする必要があります。

手順

ステップ 1 [ナビゲーション（Navigation）]ペインの [コンピューティング（Compute）]メニューをクリッ
クします。

ステップ 2 [コンピューティング（Compute）]メニューでサーバを選択します。

ステップ 3 作業ウィンドウで [リモート管理（Remote Management）]タブをクリックします。

ステップ 4 [Remote Management]タブで、[Virtual Media]タブをクリックします。

ステップ 5 [現在マッピング (Current Mappings)]領域で、[新しいマッピングの追加 (Add New Mapping)]
をクリックします。

ステップ 6 [Add New Mapping]ダイアログボックスで、次のフィールドを更新します。

説明名前

マッピング用にマウントしたイメージの ID。[ボリューム（Volume）]
フィールド

マッピングのタイプです。次のいずれかになります。

選択するマウントタイプの通信ポートがスイッチ

上で有効になっていることを確認してください。

たとえば、マウントタイプとして CIFSを使用す
る場合、ポート 445（CIFSの通信ポート）がス
イッチ上で有効になっていることを確認します。

同様に、HTTP、HTTPS、または NFSを選択する
場合は、ポート 80（HTTPの場合）、ポート 443
（HTTPSの場合）、またはポート 2049（NFSの
場合）を有効にします。

（注）

• [NFS]：ネットワークファイルシステム。

• [CIFS]：共通インターネットファイルシステム。

• [WWW(HTTP/HTTPS)]：HTTPベースまたは HTTPSベー
スのシステム。

仮想メディアをマウントする前に、CiscoIMC
はサーバーにpingを実行することによって、
エンドサーバーへの到達可能性の確認を試み

ます。

（注）

[Mount Type]ドロップダウン
リスト
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説明名前

マップするイメージの URL。形式は選択した [マウントタイ
プ（Mount Type）]に応じて異なります。

• [NFS]：serverip:/shareを使用します。

• [CIFS]：//serverip/shareを使用します。

• [WWW(HTTP/HTTPS)]：http[s]://serverip/share
を使用します。

[リモート共有（Remote
Share）]フィールド

リモート共有に含まれる .isoまたは .imgファイルの名前と場
所。

[Remote File]フィールド

リモートプレゼンスの管理
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説明名前

[マウントオプション（Mount
Options）]フィールド

リモートプレゼンスの管理
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説明名前

カンマ区切りリストで入力される業界標準のマウントオプ

ション。オプションは選択した [マウントタイプ（Mount
Type）]に応じて異なります。

[NFS]を使用している場合、フィールドを空白にしておくか、
次のうちの 1つ以上を入力します。

• ro

• rw

共有されているフォルダは、読み取り/書き込
みオプションを使用するための書き込み権限

（注）

を持っている必要があります。読み取り/書き
込みオプションは、.imgファイルに対しての
み使用できます。

• nolock

• noexec

• soft

• port=VALUE

• timeo=VALUE

• retry=VALUE

• rsize=VALUE

• wsize=VALUE

• vers=VALUE

[CIFS]を使用している場合は、このフィールドを空白のまま
にするか、次の中から 1つ以上を入力します。

• ro

• rw

共有されているフォルダは、読み取り/書き込
みオプションを使用するための書き込み権限

（注）

を持っている必要があります。読み取り/書き
込みオプションは、.imgファイルに対しての
み使用できます。

• soft

• nounix

• noserverino

リモートプレゼンスの管理
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説明名前

• guest

• [username=VALUE]：guestが入力された場合は無視され
ます。

• [password=VALUE]：guestが入力された場合は無視され
ます。

• sec=VALUE

リモートサーバと通信する際の認証に使用するプロトコ

ル。CIFS共有の設定に応じて、VALUEは次のいずれか
になります。

• [なし（None）]：認証は使用されません。

• [Ntlm]：NT LAN Manager（NTLM）セキュリティプ
ロトコル。このオプションは、Windows2008R2およ
びWindows 2012 R2でのみ使用します。

• [Ntlmi]：NTLMiセキュリティプロトコル。このオプ
ションは、CIFS Windowsサーバで [デジタル署名
（Digital Signing）]を有効にした場合にのみ使用しま
す。

• [Ntlmssp]：NT LAN Manager Security Support Provider
（NTLMSSP）プロトコル。このオプションは、
Windows 2008 R2およびWindows 2012 R2でのみ使用
します。

• [Ntlmsspi]：NTLMSSPiプロトコル。このオプション
は、CIFS Windowsサーバで [デジタル署名（Digital
Signing）]を有効にした場合にのみ使用します。

• [Ntlmv2]：NTLMv2セキュリティプロトコル。この
オプションは、Samba Linuxでのみ使用します。

• [Ntlmv2i]：NTLMv2iセキュリティプロトコル。この
オプションは、Samba Linuxでのみ使用します。

• vers=VALUE

値の形式は x.xである必要があります（注）

[WWW(HTTP/HTTPS)]を使用している場合は、このフィール
ドを空白のままにするか、次のように入力します。

リモートプレゼンスの管理
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説明名前

• noauto

仮想メディアをマウントする前に、CiscoIMC
はサーバーにpingを実行することによって、
エンドサーバーへの到達可能性の確認を試み

ます。

（注）

• username=VALUE

• password=VALUE

指定した [マウントタイプ（Mount Type）]のユーザ名（必要
な場合）。

[ユーザ名（User Name）]
フィールド

選択されたユーザー名のパスワード（必要な場合）。[パスワード（Password）]
フィールド

ステップ 7 [保存（Save）]をクリックします。

Cisco IMCによりマップされた vMediaボリュームのプロパティの表示

始める前に

このタスクを実行するには、admin権限を持つユーザとしてログインする必要があります。

手順

ステップ 1 [ナビゲーション（Navigation）]ペインの [コンピューティング（Compute）]メニューをクリッ
クします。

ステップ 2 [コンピューティング（Compute）]メニューでサーバを選択します。

ステップ 3 作業ウィンドウで [リモート管理（Remote Management）]タブをクリックします。

ステップ 4 [Remote Management]タブで、[Virtual Media]タブをクリックします。

ステップ 5 [Current Mappings]テーブルから行を選択します。

ステップ 6 [Properties]をクリックし、次の情報を確認します。

説明名前

新しいイメージを追加できるダイアログボックスが開きます。[Add New Mapping]ボタン

選択したイメージのプロパティを表示または変更できるダイ

アログボックスが開きます。

[Properties]ボタン

マウントされた vMediaのマップを解除します。[Unmap]ボタン

リモートプレゼンスの管理
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説明名前

最後に試行されたマッピングのステータス。Last Mapping Status

イメージの ID。[Volume]列

マッピングのタイプです。[Mount Type]ドロップダウン
リスト

イメージの URL。[Remote Share]フィールド

イメージの厳密なファイル位置。[Remote File]フィールド

マップの現在のステータス。次のいずれかになります。

• [OK]：マッピングは正常です。

• [In Progress]：マッピングが進行中です。

• [Stale]：Cisco IMCにマッピングが古いという理由を示す
テキスト文字列が表示されます。

• [Error]：Cisco IMCにエラーの理由を示すテキスト文字
列が表示されます。

[Status]フィールド

Cisco IMCによりマップされた vMediaボリュームの削除

始める前に

このタスクを実行するには、admin権限を持つユーザとしてログインする必要があります。

手順

ステップ 1 [ナビゲーション（Navigation）]ペインの [コンピューティング（Compute）]メニューをクリッ
クします。

ステップ 2 [コンピューティング（Compute）]メニューでサーバを選択します。

ステップ 3 作業ウィンドウで [リモート管理（Remote Management）]タブをクリックします。

ステップ 4 [Remote Management]タブで、[Virtual Media]タブをクリックします。

ステップ 5 [現在のマッピング（Current Mappings）]テーブルから行を選択します。

ステップ 6 [マップ解除（Unmap）]をクリックします。

リモートプレゼンスの管理
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既存の Cisco IMC vMediaイメージの再マッピング

始める前に

このタスクを実行するには、admin権限を持つユーザとしてログインする必要があります。

手順

ステップ 1 [ナビゲーション（Navigation）]ペインの [コンピューティング（Compute）]メニューをクリッ
クします。

ステップ 2 [コンピューティング（Compute）]メニューでサーバを選択します。

ステップ 3 作業ウィンドウで [リモート管理（Remote Management）]タブをクリックします。

ステップ 4 [Remote Management]タブで、[Virtual Media]タブをクリックします。

ステップ 5 [現在のマッピング（Current Mappings）]テーブルから行を選択します。

ステップ 6 [再マッピング（Remap）]をクリックします。

Cisco IMC vMediaイメージの削除

始める前に

このタスクを実行するには、admin権限を持つユーザとしてログインする必要があります。

手順

ステップ 1 [ナビゲーション（Navigation）]ペインの [コンピューティング（Compute）]メニューをクリッ
クします。

ステップ 2 [コンピューティング（Compute）]メニューでサーバを選択します。

ステップ 3 作業ウィンドウで [リモート管理（Remote Management）]タブをクリックします。

ステップ 4 [Remote Management]タブで、[Virtual Media]タブをクリックします。

ステップ 5 [現在のマッピング（Current Mappings）]テーブルから行を選択します。

ステップ 6 [削除（Delete）]をクリックします。

仮想 KVMコンソール
vKVMコンソールはCisco IMCからアクセス可能なインターフェイスであり、サーバへのキー
ボード、ビデオ、マウス（vKVM）の直接接続をエミュレートします。vKVMコンソールを使
用すると、リモートの場所からサーバに接続できます。

リモートプレゼンスの管理
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Cisco KVMコンソールを使用する主な利点は次のとおりです。

• Cisco KVMコンソールは KVM、SOL、および vMediaへの接続を提供しますが、Avocent
KVMは KVMおよび vMediaへの接続のみを提供します。

• KVMコンソールでは、vMedia接続がKVM起動マネージャで確立され、すべてのユーザー
が使用できます。

• KVMコンソールには、ゲストからホストにテキストを貼り付ける際に、サポートされて
いない文字の高度な文字置換オプションが用意されています。

• KVMコンソールには、CIMCに vMediaマッピングを保存する機能があります。

サーバに物理的に接続された CD/DVDドライブまたはフロッピードライブを使用する代わり
に、vKVMコンソールは仮想メディアを使用します。これは、仮想 CD/DVDドライブまたは
フロッピードライブにマップされる実際のディスクドライブまたはディスクイメージファイ

ルです。次のいずれでも仮想ドライブにマップできます。

•コンピュータ上の CD/DVDまたはフロッピードライブ

•コンピュータ上のディスクイメージファイル（ISOまたは IMGファイル）

•コンピュータ上の USBフラッシュドライブ

•ネットワーク上の CD/DVDまたはフロッピードライブ

•ネットワーク上のディスクイメージファイル（ISOまたは IMGファイル）

•ネットワーク上の USBフラッシュドライブ

vKVMコンソールを使用してサーバに OSをインストールできます。

KVMコンソールの起動
KVMコンソールは、ホームページまたは [リモート管理（Remote Management）]領域から起
動できます。

手順

ステップ 1 ホームページからコンソールを起動するには、[Navigation]ペインで、[Chassis]メニューをク
リックします。

ステップ 2 [シャーシ（Chassis）]メニューで [サマリー（Summary）]をクリックします。

ステップ 3 ツールバーから、[vKVMの起動 (Launch vKVM)]をクリックし、を選択します。

ステップ 4 または、[Navigation]ペインの [Compute]メニューをクリックします。

ステップ 5 [コンピューティング（Compute）]メニューでサーバを選択します。

ステップ 6 作業ウィンドウで [リモート管理（Remote Management）]タブをクリックします。

ステップ 7 [Remote Management]ペインで、[Virtual KVM]タブをクリックします。

リモートプレゼンスの管理
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ステップ 8 [仮想 vKVM (Virtual vKVM)]タブで、[vKVMコンソールの起動 (Launch vKVM console)]をク
リックします。

ステップ 9 必須:ポップアップウィンドウに表示されている URLリンクをクリックして、クライアント
アプリケーションをロードします。vKVMコンソールを起動するたびにリンクをクリックする
必要があります。

仮想 KVMコンソール - Cisco UCS C-Series M6以降のサー
バー

vKVMコンソールはCisco IMCからアクセス可能なインターフェイスであり、サーバへのキー
ボード、ビデオ、マウス（vKVM）の直接接続をエミュレートします。遠隔地のサーバから接
続して制御し、この vKVMセッション中にアクセスできる仮想ドライブに物理ロケーション
をマッピングすることができます。

リリース4.2（1a）以降、Cisco IMCは、次のオプションを備えた CシリーズM6サーバー用の
Ciscoベースの vKVMコンソールを提供します。

コンソールメニュー

説明メニュー項目

現用系なコンソールとして KVM（Keyboard
Video and Mouse）を選択します。

KVM

現用系なコンソールとして SOL（Serial Over
LAN）を選択します。

SOLが非アクティブな場合、SOL
は表示されません。代わりに、

Activate SOLが表示されます。

（注）

SOL

ユーザー名とパスワードを使用して SOLセッ
ションにログインできます。

SOLをアクティブにするオプショ
ンは、何らかの理由で SOLセッ
ションがアクティブでない場合に

のみ表示されます。

（注）

SOLを有効化

リモートプレゼンスの管理
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[File]メニュー

説明メニュー項目

クリップボードテキストの貼り付け（Paste
Clipboard Text）ダイアログボックスを開い
て、コンテンツの貼り付けを許可します。

クリップボードのテキストを貼り付ける

リモートプレゼンスの管理
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説明メニュー項目

クリップボードテキストの貼り付け（Paste
Clipboard Text）

リモートプレゼンスの管理
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説明メニュー項目

このオプションは、KVMコンソー
ルでのみサポートされています。

（注）

サポートされていない文字の処理

は、英語の文字のみをサポートす

るため、KVMコンソールでのみ
見つかります。SOLコンソール
は、すべての Unicode文字をサ
ポートします。

[クリップボードテキストの貼り付け]ダイア
ログボックスには、次のオプションがありま

す。

•貼り付けたテキストにサポートされてい
ない文字がありますドロップダウンリス

ト：

•サポートされていないすべての文字
を無視する -テキスト内のサポート
されていない文字をすべて無視しま

す。

•貼り付け操作をキャンセル -送信操
作をキャンセルします。

•文字をマップされた値で置き換える
-文字がマップされていない場合、[サ
ポートされていない文字]ダイアログ
ボックスが開きます。詳細について

は、「表 1 : [サポートされていない
文字（Unsupported Character）]ダイ
アログボックス （17ページ）」を
参照してください。

•文字の処理方法を尋ねる—サポート
されていない文字ダイアログボック

スを開きます。詳細については、「表

1 : [サポートされていない文字
（Unsupported Character）]ダイアロ
グボックス （17ページ）」を参照
してください。

•文字マッピングボタン—文字マッピング
を編集/削除するためのサブメニューを開
きます。文字マッピングは、サポートさ

れていない文字をユーザー定義の文字列

リモートプレゼンスの管理
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説明メニュー項目

(文字長なし)に置き換えます。

• [保存]ボタン - [貼り付けたテキストにサ
ポートされていない文字が見つかった場

合:]ドロップダウンリストで選択したオ
プションを保存します。

このオプションは、設定が更

新された場合にのみ表示され

ます。

（注）

•貼り付けるテキスト（Text to Paste）
フィールドに入力します。

•送信ボタン—テキストを送信します。

保存（Save）ダイアログボックスを開くと、
PNGイメージとして現在の画面を保存できま
す。

ファイルにキャプチャ

表 1 : [サポートされていない文字（Unsupported Character）]ダイアログボックス

説明オプション

サポートされていない文字が見つかった 11文
字のグループ。サポートされていない文字の

前後 5文字。ただし、11文字を作成するのに
十分な数の前後の文字が利用できない場合、

サポートされていない文字の前後の文字がプ

ルされます。

文字コンテキスト

次の操作の 1つを選択できます。

•文字を無視する -サポートされていない
文字を無視するかどうかを決定するため

の追加オプションを提供します。

•貼り付け操作をキャンセル—操作をキャ
ンセルします。

文字を置き換える -サポートされていな
い文字を何に置き換えるかを決定するた

めの追加オプションを提供します。

希望の操作をサポートされていない文字ドロッ

プダウンリストから選択してください。

リモートプレゼンスの管理
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説明オプション

このオプションは、[文字を置換]
オプションでのみ表示されます。

（注）

置換文字を入力します。

置換フィールド

このオプションは、[文字を置換]
オプションでのみ表示されます。

（注）

キャラクターマッピングを保存できます。

この置換のマッピングをサポートされていな

い文字チェックボックスに保存します

評価されているサポートされていない文字の

すべてのインスタンスに対して、選択したア

クションを繰り返します。

すべてのサポートされていな文字チェックボッ

クスに対してこのアクションを繰り返します

このオプションは、[貼り付け操作
をキャンセル]オプションの場合
にのみ表示されません。

（注）

サポートされていない同じキャラクターに対

して同じアクションを保存できます。

すべてのサポートされていない文字チェック

ボックスに対してこのアクションを繰り返し

ます。

[表示（View）]メニュー

説明メニュー項目

コンソールの表示をサーバーの現在のビデオ

出力で更新します。

このオプションは、KVMコンソー
ルでのみサポートされています。

（注）

[更新（Refresh）]

サブメニューから次のものの 1つを選択でき
ます。

•高

•中

•低

•超低

このオプションは、KVMコンソー
ルでのみサポートされています。

（注）

ビデオ品質

リモートプレゼンスの管理
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説明メニュー項目

Cisco SOL端末をクリアします。

このオプションは、SOLコンソー
ルでのみサポートされています。

（注）

SOLコンソールをクリア

画面全体になるように vKVMコンソールを拡
大します。

Full Screen

全画面

マクロメニューは KVMコンソールでのみサポートされます。（注）

説明メニュー項目

マクロサブメニューの事前定義されたセット

を表示します。

静的マクロ

マクロサブメニューのユーザー定義されたセッ

トを表示します。

[ユーザ定義マクロ（User Defined Macros）]

リモートプレゼンスの管理
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説明メニュー項目

[マクロの管理]ダイアログボックスを開きま
す。このダイアログボックスでは、マクロを

追加、削除、編集できます。定義済みのマク

ロセットを復元します。マクロにホットキー

を割り当てます。

管理

新しいマクロを作成するには、[マクロマネー
ジャマクロ] [新しいマクロの作成]をクリック
します。 > >

[新しいマクロの作成]ダイアログボックスを
開きます。

•新しいユーザー定義マクロのキーストロー
クを入力します—希望のキーを入力しま
す。

• [特殊文字]ドロップダウンリスト—目的
の特殊文字を選択し、[追加]をクリック
します。

• [作成]ボタン—新しいマクロを保存しま
す。

定義済みのマクロセットを復元するには、[マ
クロマネージャーマクロ] [静的マクロの復元]
をクリックします。 > >

リモートプレゼンスの管理
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[Tools]メニュー

説明メニュー項目

統計（Stats）

リモートプレゼンスの管理
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説明メニュー項目

[統計]ダイアログボックスを開きます。

KVM統計：

• Total Bytes Rec—受信した合計バイト数。

• Total Bytes Sent —送信された合計バイト
数。

• Rx Bandwidth—秒あたりの KB数で測定
された受信帯域幅。

• Tx Bandwidth—秒あたりの KB数で測定
された送信帯域幅。

• Frame Rate—秒あたりのフレーム数で測
定されたフレーム速度。

•ビデオタイルレート—秒あたりにレンダ
リングされるビデオタイル。

vMediaがアクティブ化されると、
vKVM-Mapped vMedia Statsエリアが次のと
おり表示します。

• Total Bytes Rec—受信した合計バイト数。

• Total Bytes Sent —送信された合計バイト
数。

• Device—ローカルデバイスのタイプ。

• MappedFile—ホストサーバーデバイスが
マップされるローカルデバイスまたはイ

メージファイルのタイプ。

• Duration—マップするデバイスの経過時
間。

•読み取りバイト数— vKVMメディアから
読み取られたバイト数。

•書き込みバイト数—vKVMメディアに書
き込まれたバイト数。

•所有者—メディアをブラウザにマップし
たユーザー。

CIMCマップされた vMedia Stats領域には、次
の情報が表示されます。

リモートプレゼンスの管理
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説明メニュー項目

• Device—ローカルデバイスのタイプ。

• MappedFile—ホストサーバーデバイスが
マップされるローカルデバイスまたはイ

メージファイルのタイプ。

リモートプレゼンスの管理
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説明メニュー項目

•デバイスステータス -可能なデバイスス
テータス:

•デバイスのマウントが進行中です

•マウントされたデバイス

•デバイスの取り出しが進行中です

•ホストからイジェクトされました

以下はエラーステータス

•マウントが失敗しました

•アンマウントに失敗しました

•接続がタイムアウトしました

•ファイルサーバーが接続を拒否しま
した

•ファイルサーバーがクレデンシャル
を拒否しました

•ファイルサーバーパスが見つかりま
せん

•ファイルが見つかりません

•ファイルはまだ使用中です

•読み取り専用としてファイルを開く
ことができませんでした

•読み取り/書き込みに失敗したため
ファイルを開く

•ファイルの入出力に失敗しました

• HTTPサーバーがコンテンツ長を返し
ませんでした

• HTTPサーバーは範囲要求をサポート
していません

•無効なパラメータ

•無効なデバイス使用

•無効なデバイスタイプ

リモートプレゼンスの管理
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説明メニュー項目

アクティブな vKVMセッションを持つすべて
のユーザ IDを表示する [セッションユーザリ
スト（Session User List）]ダイアログボック
スを開きます。

上部の [Session User List]アイコンからも同じ
ようにアクセスできます。

[セッションユーザリスト（Session User
List）]

ユーザがデータの入力に使用できる vKVMコ
ンソールの仮想キーボードを表示します。

このオプションは、SOLコンソー
ルでのみサポートされています。

（注）

Keyboard

キーボード、マウス、および仮想メディアを

リセットするオプションを提供します。

USB接続をリセットすると、仮想
メディア、キーボード、マウスを

含むサーバーへのすべての入力に

影響します。

（注）

USBのリセット

[Power]メニュー

説明メニュー項目

システムの電源を入れます。

このオプションは、システムの電源がオンに

なっている場合は無効で、システムの電源が

オフになっている場合に有効です。

システムの電源オン

仮想コンソールセッションからシステムの電

源をオフにします。

このオプションは、システムの電源がオンの

場合に有効で、システムの電源がオフの場合

は無効です。

システムの電源オフ

電源をオフにすることなくシステムを再起動

します。

このオプションは、システムの電源がオンの

場合に有効で、システムの電源がオフの場合

は無効です。

[システムのリセット（Reset System）]

リモートプレゼンスの管理
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説明メニュー項目

システムの電源をオフにしてから、再度オン

にします。

このオプションは、システムの電源がオンの

場合に有効で、システムの電源がオフの場合

は無効です。

システムの電源再投入

[ブートデバイス（Boot Device）]メニュー

説明名前

ホストが構成された最初のデバイスから起動

できるようにします。

[No Override]

現在設定されているブート順序を変更せず、

次回のサーバ再起動時のみサーバがブートに

使用するブートデバイスのリスト。ワンタイ

ムブートデバイスからサーバーを起動する

と、事前に設定されているブート順で以降の

すべてのリブートが行われます。最大15のデ
バイスが vKVMコンソールに表示されます。

[Boot Device]リスト

[仮想メディア（Virtual Media）]メニュー

説明名前

ISOイメージを作成できます。[Create Image]
ダイアログボックスでファイルまたはフォル

ダをドラッグアンドドロップします。これら

のファイルまたはフォルダは ISOイメージに
変換されます。ローカルマシンに ISOイメー
ジを保存するには、[ISOイメージのダウン
ロード（Download ISO Image）]ボタンを使
用できます。

イメージの作成（Create Image）
オプションは Safariブラウザでは
使用できません。

（注）

Create Image

リモートプレゼンスの管理
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説明名前

ユーザー名とパスワードを使用して vMedia
セッションにログインできます。

[Activate vMedia]オプションは、
何らかの理由で vMediaセッショ
ンがアクティブでない場合にのみ

表示されます。

[vMediaのアクティブ化]オプショ
ンが表示されている場合、他の

vMediaオプションは表示されませ
ん。

（注）

vMediaをアクティブにする

[仮想メディアのマップ - CD/DVD]ダイアログ
ボックスを開きます。このダイアログボック

スでは、ローカルコンピューターから ISOイ
メージを選択し、ドライブをマップできます。

読み取り専用ユーザーは仮想メ

ディアを使用できません。

（注）

vKVM-Mapped vDVD

[仮想メディアのマップ -リムーバブルディス
ク]ダイアログボックスを開きます。ローカ
ルコンピューターから ISOイメージを選択し
て、ドライブをマップできます。

読み取り専用ユーザーは仮想メ

ディアを使用できません。

（注）

vKVMマッピングされた vHDD

[仮想メディアのマップ -フロッピーディスク]
ダイアログボックスを開きます。このダイア

ログボックスでは、ローカルコンピューター

から ISOイメージを選択し、ドライブをマッ
プできます。

読み取り専用ユーザーは仮想メ

ディアを使用できません。

（注）

vKVM-Mapped vFDD

リモートプレゼンスの管理

27

リモートプレゼンスの管理

仮想 KVMコンソール - Cisco UCS C-Series M6以降のサーバー



説明名前

[仮想メディアのマップ -CD/DVD]ダイアログ
ボックスを開きます。このダイアログボック

スでは、ローカルコンピューターから ISOイ
メージを選択し、ドライブをマップできます。

また、マッピングを保存、編集、および削除

することもできます。

マウントオプションの詳細については、次を

参照して表 2 : [Add New Mapping]ダイアログ
ボックス（28ページ）ください。

読み取り専用ユーザーは仮想メ

ディアを使用できません。

（注）

CIMC-Mapped vDVD

[仮想メディアのマップ -CD/DVD]ダイアログ
ボックスを開きます。このダイアログボック

スでは、ローカルコンピューターから ISOイ
メージを選択し、ドライブをマップできます。

また、マッピングを保存、編集、および削除

することもできます。

マウントオプションの詳細については、次を

参照して表 2 : [Add New Mapping]ダイアログ
ボックス（28ページ）ください。

読み取り専用ユーザーは仮想メ

ディアを使用できません。

（注）

CIMC-Mapped vHDD

表 2 : [Add New Mapping]ダイアログボックス

説明名前

仮想メディアのユーザー定義名。[名前（Name）]フィールド

ネットワークファイルシステムベースのマッ

ピング。

NFSボタン

共通インターネットファイルシステムベース

のマッピング

CIFSボタン

HTTPベースまたは HTTPSベースのマッピン
グ。

HTTP/S

次の形式の .isoファイルの場所：

• <IPアドレスまたは DNS名>[:ポート]/.iso
ファイルパス

[ファイルの場所]フィールド

リモートプレゼンスの管理
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説明名前

CIFSおよびHTTP/Sベースのマッ
ピングでのみ使用できます。

（注）

ユーザ名（該当する場合）。

[Username]フィールド

CIFSおよびHTTP/Sベースのマッ
ピングでのみ使用できます。

（注）

選択したユーザ名のパスワード（該当する場

合）。

[パスワード（Password）]フィールド

CIFSおよび NFSベースのマッピ
ングでのみ使用できます。

（注）

選択されたマウントオプション。

• NFS—NFSの場合、フィールドを空白の
ままにするか、次の 1つ以上を入力して
ください。

• wsize=VALUE

• vers=VALUE

• timeo=VALUE

• retrans=VALUE

• retry=VALUE

• rsize=VALUE

• CIFSの場合、フィールドを空白のままに
するか、次の1つ以上入力してください。

• nounix

• noserverino

• sec=VALUE

• vers=VALUE

[マウントオプション（MountOptions）]フィー
ルド

ホストシステムがメディアを排出すると、

Cisco IMCはデバイスを自動的に再マッピング
します。

[自動再マップ]チェックボックス

右側に追加の領域を開き、それぞれのリスト

から保存されている vMediaを選択します。
保存された vMediaボタン

vMediaを保存します。[保存（Save）]ボタン

リモートプレゼンスの管理
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説明名前

マウントされたvMediaを保存してマッピング
します。

[マップドライブ]ボタン

保存されている vMediaのリストを提供しま
す。CIMCマップされた vDVDオプションを
使用してマッピングしている場合は、このリ

ストから任意のvMediaを編集または削除する
こともできます。

CD/DVDパネル

保存されている vMediaのリストを提供しま
す。CIMC-Mapped vHDDオプションを使用
してマッピングしている場合は、このリスト

から任意のvMediaを編集または削除すること
もできます。

[リムーバブルディスク]パネル

チャットメニュー

説明メニュー項目

他のユーザーと通信するための [Chat]ボック
スを開きます。

[Chat]

ヘルプアイコン

説明名前

新しいコンソールのクイックインタラクティ

ブツアーを提供します。

サイトツアーを実施

このオプションをクリックすると、このウィ

ンドウに戻ります。

Help Topics

CiscovKVMコンソールのバージョン番号を表
示します。

弊社について

言語アイコン

サポートされている言語のドロップダウンリストを表示します。リストから目的の言語を選択

できます。

プロフィールメニューアイコン

プロファイルメニューアイコンは、コンソールの右上隅にあります。

リモートプレゼンスの管理
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説明名前

ユーザロール名を表示します。ロール

ホスト名と IPアドレスを表示します。サーバ

[設定Settingsダイアログボックスを開きます。

•縦横比の維持トグル -ビューアウィンド
ウの縦横比を維持します。

•マウスのモード

•絶対配置—ビュー内のカーソル位置
は、ローカルマシンのカーソル位置

を反映します。

•相対位置—ビュー内のカーソル位置
は、前の位置を基準にして計算され

ます。

• [ビデオ非アクティブタイムアウト]ドロッ
プダウンリスト—コンソールビデオが
タイムアウトするまでの、事前設定され

た時間またはコンソールでの非アクティ

ブを選択できます。

• Number of terminal scrollback linesフィール
ド：CiscoSOL端末でスクロールできる行
数を設定できます。

•テーマ—ダークテーマとライトテーマを
切り替えることができます。

•保存ボタン—すべてのユーザーの設定を
保存します。

[設定（Settings）]

サインアウトして、vKVMコンソールを閉じ
ます。

サインアウト

仮想 KVMの設定

始める前に

仮想 KVMを設定するには、admin権限を持つユーザーとしてログインする必要があります。
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手順

ステップ 1 [ナビゲーション（Navigation）]ペインの [コンピューティング（Compute）]メニューをクリッ
クします。

ステップ 2 [コンピューティング（Compute）]メニューでサーバを選択します。

ステップ 3 作業ウィンドウで [リモート管理（Remote Management）]タブをクリックします。

ステップ 4 [Remote Management]ペインで、[Virtual KVM]タブをクリックします。

ステップ 5 [Virtual KVM]タブの [vKVMプロパティ (vKVM Properties)]領域で、次のフィールドに値を
入力します。

説明名前

オンにすると、仮想 KVMがイネーブルになります。

仮想メディアビューアにはKVMを使用してアク
セスします。KVMコンソールをディセーブルに
すると、Cisco IMCはホストに接続されているす
べての仮想メディアデバイスへのアクセスもディ

セーブルにします。

（注）

[Enabled]チェックボックス

許可されている KVMの同時セッションの最大数。選択でき
る数値は 1～ 4です。

[Max Sessions]ドロップダウン
リスト

サーバで実行されている KVMセッションの数。[Active Sessions]フィールド

KVM通信に使用するポート。[リモートポート（Remote
Port）]フィールド

オンにすると、サーバは KVMで送信されるすべてのビデオ
情報を暗号化します。

[Enable Video Encryption]
チェックボックス

オンにすると、KVMセッションはサーバに接続されているす
べてのモニタにも表示されます。

[Enable Local Server Video]
チェックボックス

ステップ 6 [Save Changes]をクリックします。

仮想 KVMのイネーブル化

始める前に

仮想 KVMをイネーブルにするには、admin権限を持つユーザーとしてログインする必要があ
ります。
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手順

ステップ 1 [ナビゲーション（Navigation）]ペインの [コンピューティング（Compute）]メニューをクリッ
クします。

ステップ 2 [コンピューティング（Compute）]メニューでサーバを選択します。

ステップ 3 作業ウィンドウで [リモート管理（Remote Management）]タブをクリックします。

ステップ 4 [Remote Management]ペインで、[Virtual KVM]タブをクリックします。

ステップ 5 [Virtual KVM]タブで、[Enabled]チェックボックスをオンにします。

ステップ 6 [Save Changes]をクリックします。

仮想 KVMのディセーブル化

始める前に

仮想 KVMをディセーブルにするには、admin権限を持つユーザーとしてログインする必要が
あります。

手順

ステップ 1 [ナビゲーション（Navigation）]ペインの [コンピューティング（Compute）]メニューをクリッ
クします。

ステップ 2 [コンピューティング（Compute）]メニューでサーバを選択します。

ステップ 3 作業ウィンドウで [リモート管理（Remote Management）]タブをクリックします。

ステップ 4 [Remote Management]ペインで、[Virtual KVM]タブをクリックします。

ステップ 5 [Virtual KVM]タブで、[Enabled]チェックボックスをオフにします。

ステップ 6 [Save Changes]をクリックします。
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


